
複数フォルダに分散する要約書CSVファイルを一括インポートして調査前
データ、所有者マスタを登録します。また、外字の置換えや、同一人物の抽出
なども自動で処理します。

事務支援 公図CAD

要約書CSVを効率的に取り込む

所有者マスタ管理では、フリガナや
郵便番号の自動登録、複数人物を
同一人物として統合できる便利な
機能があります。

マスタ管理と異動処理
地籍調査事業、法14条地図作成事
業、街区境界調査の成果となる帳票
様式はもちろん、特殊な様式は帳票
をExcel形式での登録も可能です。

様々な調書の作成

複数フォルダに分散する地図XMLファイルを一括インポートし、要約書
CSVとデータ連携し調査前の公図として登録します。ラスタ（画像）公図も
ベクトル変換して登録できます。

地図XMLを効率的に取り込む

調査前データとして、公図の
配置や縮尺の編集、調査前の
登記情報との連携ができます。
また調査後の筆形状や異動
処理も、公図に紐づけて効率
的に登録、管理ができます。

公図の編集

登記情報を連携させた公図から、図郭
を選択して調査図素図・調査図を作成
します。地目の略称表示や、眼鏡マー
クを自動配置し、取消線や境界線訂正
処理をおこないます。

調査図素図・調査図の作成

作業工程ごとに、多角計算単位で路
線次数及び精度区分（閉合差制限）
を設定し計算します。点検路線は、
観測データから生成されるプロット
図を確認しながら登録できます。

地籍計算 地籍CAD

多角計算

登録した地番と調査後データの
突合検査から、連携して地番属性に
取り込みます。図郭名称と連携した
測点名編集や、構成点や結線状況
の自動エラー抽出機能などを装備。

地番計算

「地籍調査および地積測定における作業の記録・成果の記載例」、「地籍調査
作業規程準則」、「国土調査関係法令集」に準拠した成果作成に対応しています。

成果

各種図面作成

欄外処理や分属記号の段組み、筆界
点番号図では、文字よけや文字回転、
全半角変換ができ、図根点の杭種凡
例や図面表題欄一括配置機能なども
備えています。

文字や凡例編集も自在

様々な図面出力機能を備え、法14条地図作成の納品成果となる、図面一筆関
連設定用ファイル（CSV）、地積測量図の図面ファイル（tif）の出力にも対応。

成果

「要約書CSV」と「地図XML」を取込み、効率的に

登記情報を管理します。調査図素図および調査図

の作成、編集が可能です。

地籍調査および法14条地図作成におけるD／F

工程の測量計算と、G／H工程の地番の登録、

成果品となる各種図面を作成します。

Mercury-LAVISは、今後数十年に渡り継続的

に実施される地籍調査(14条地図整備)のD～

H工程をワンパッケージで行える地籍調査専用

システムです。法務局データを利用した各種帳

票や図面作成などの作業が効率的に行えます。

Mercury-LAVIS
地籍調査・14条地図作成システム【マーキュリーラヴィス】

地籍調査D～H工程をワンパッケージで。

主な用途

・ 地籍調査業務(D～H工程)全般

・ 法14条地図作成事業

・ 街区境界調査

各種調書類の作成 公図を効率的に扱う 地籍計算から図面作成まで

Mercury-LAVIS
動作環境

【標準プログラム（パッケージ）】
■E工程パッケージ（地籍調査、街区調書、14条調書、相続関係図、公図CAD等）
■計算CADパッケージ（地籍計算、地籍CAD、公図CAD等）
■フル構成パッケージ（E工程パッケージ＋計算CADパッケージ）

【オプションプログラム】
●地籍計算
●地籍CAD
※標準プログラム（パッケージ）のいずれかに追加できます。

法務局から貸与される「要約書CSV」を取込み、

主にE／H工程で必要となる調書類を効率的に

作成・管理します。

プロット図、地籍網図(選点図・網図・観
測図・平均図・点検路線図)、地籍一覧
図、地籍(筆界点番号図・地籍図)、14
条(縦覧図・筆界点番号図・辺長図)、
地籍集成図、街区境界調査図、地積
測量図、一筆詳細図が作成できます。

街区境界調査支援
事務支援、公図CAD、地籍計算、地籍CADそれ
ぞれのプログラムに、街区境界調査を支援する
機能が備わっています。

相続関係説明図
調査前の所有者マスタを利用して相続関係説明
図を作成します。CAD画面で編集ができ、PDF
作成およびExcel上で編集・出力が可能です。

その他
地籍フォーマット2000ファイルの編集、各種ファ
イル形式の入出力に対応。別売りの電子納品
ツールでは、地籍調査成果の電子納品フォルダ
格納ができます。

その他機能

●制限事項についてはOCF
ホームページを参照ください。

https://www.ocf.or.jp

2019

電
子
納
品
・
写
真
管
理

T
R
E
N
D
 R
E
X

M
e
rc
u
ry
-L
A
V
IS

C
IM
P
H
O
N
Y
 P
lu
s
T
R
E
N
D
-C
O
R
E

TR
EN
D 
RO
AD
 D
es
ign
er
T
R
E
N
D
-P
O
IN
T

T
R
E
N
D
-F
IE
LD

FI
E
LD
-P
O
C
K
E
T

T
R
E
N
D
-O
N
E

販売代理店:コンピュータ・システム株式会社
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同一人物として統合できる便利な
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地籍調査事業、法14条地図作成事
業、街区境界調査の成果となる帳票
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をExcel形式での登録も可能です。

様々な調書の作成

複数フォルダに分散する地図XMLファイルを一括インポートし、要約書
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配置や縮尺の編集、調査前の
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また調査後の筆形状や異動
処理も、公図に紐づけて効率
的に登録、管理ができます。

公図の編集

登記情報を連携させた公図から、図郭
を選択して調査図素図・調査図を作成
します。地目の略称表示や、眼鏡マー
クを自動配置し、取消線や境界線訂正
処理をおこないます。

調査図素図・調査図の作成

作業工程ごとに、多角計算単位で路
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欄外処理や分属記号の段組み、筆界
点番号図では、文字よけや文字回転、
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●地籍計算
●地籍CAD
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法務局から貸与される「要約書CSV」を取込み、

主にE／H工程で必要となる調書類を効率的に

作成・管理します。

プロット図、地籍網図(選点図・網図・観
測図・平均図・点検路線図)、地籍一覧
図、地籍(筆界点番号図・地籍図)、14
条(縦覧図・筆界点番号図・辺長図)、
地籍集成図、街区境界調査図、地積
測量図、一筆詳細図が作成できます。

街区境界調査支援
事務支援、公図CAD、地籍計算、地籍CADそれ
ぞれのプログラムに、街区境界調査を支援する
機能が備わっています。

相続関係説明図
調査前の所有者マスタを利用して相続関係説明
図を作成します。CAD画面で編集ができ、PDF
作成およびExcel上で編集・出力が可能です。

その他
地籍フォーマット2000ファイルの編集、各種ファ
イル形式の入出力に対応。別売りの電子納品
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販売代理店:コンピュータ・システム株式会社


